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酒 粕培 地 に お け る Asper　 illus　 S畷 の 生成す る 未知 物質 の 岡定

（神戸 大 自然 科学 研 究科 ） ○ 川窪 淳子、青 木 健次、新 家 　龍

　 1 ）目的 　 こ れま で 、培養液 中 に フ ェ ノ
ール 化合物 を生成 す る微生物 を 自然界 か ら分離

す る こ と を 目的 と し て 検 索 を続 け て きた 。

n
そ の 申で 、酒粕 を含 む 培地 を 用 い た分 離 条件

よ り 、 プ ロ トカ テ キ ュ 酸、没 食 子 酸な ど を生 成す る と考 え られ る菌株 を分 離 し た 。 本 菌株

の 培養 液 に っ い て 高速 液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーで 分析 し、比 較 的多量 の 未 知生成 物 質 の ピ

ークが 認 め られ た 。

m
そ こ で 、 この 未知物 質 に注 目 し、 その 構 造を明 ら か に する こ とを目

的 とし て 各種 機器 分析 を行 い 、 ま た 、そ の 培 養条 件 に っ い て 、若 干 の 検討 を 加 え たの で 報

告 す る 。

　 2 ）方法 お よび 結果 　 まず、分離 菌 株一 terreus　 S−4の 培養 液 よ り未 知物 質の

分離、精製 を行 っ た 。 培養 は 、合成 培 地（Gulcose 　 1％，
　 NH ，NO30 ．12X

，
　 MgSO4・7H200 ．05X

KCI　 O．OIX ，
　 KH2PO40 ，嬬 ）を用 い 、 30℃ で 5日間 、 掘 とう培養 を行 っ た 。 そ の 培養 濾 液 を酢

酸 エ チ ル で 抽 出 し、 エ バ ボ レーターで 乾 固、少量 の メ タ ノ ール に 溶解 し 、薄層 ク ロ マ トグ

ラ フ ィ
ーに よ る分離 を繰 り返 し て、針 状の 結 晶 を 得 た 。 次 に 、得 ら れ た結 晶 に っ い て MS 、

NMR 、 工 R 等 の 各種機 器 分析 を行 っ た 。 そ れ ら の 結果 よ り 、 分 子量 154
、 分子 式 CeHi 。

03 、

Terrein （4 ， 5−DihydrOXy −−3−propenyl −2−・CyClopenten −1− One ）と 同定 し た 0
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デ ン プ ン か ら の ク エ ン 酸 生 産 牲 が 増大 し た Aspergif ！as ” iger 変異株 の 造 成
（早 大 ・理 工 、

’

磐 田化 学 ）　　ORugsaseei　Sugima、井 上 真 二 、 寺 田 三 也 司
゜

、

　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 桐 村 光 太郎 、 宇佐 美 昭次

1　 目的 　　 Aspergi〃 as 　 niger に よ る テ
’

ン プ ン か ら の ク エ ン 酸生 産性 を増 大 させ る た め

に は 、 ク エ ン 酸 生 産 条 件 で デ ン プ ン 分 解 性 が 高 い 変 異 株 の 取 得 が 必要 で あ る と考 え られ る 。

そ こ で 、 デ ン プ ン
ーメ チ ル レ ッ ド寒 天 培地 を 作成 し、デ ン プ ン 分 解 性 が 高 く、デ ン プ ン か

ら の ク エ ン 酸 生 産 性 が 高 い 変 異 株 の 選 択 を行 っ た 。

2 ．方 法 　 　 Ab’X，erg 〃 ／as 　 niget
『WU −2223Lt ，re親抹 と し て 、分 生 子 に 紫外線 照 射 し て 変異

株 を造 成 した 。 液 内 振 と う培 養 に よ る ク エ ン 酸生 産・は 、 t20　 g／1の グル コ
ー

ス （初発 pH

3．0） ま た は 可溶性 デ ン プ ン （初発 pH．4．25） を 炭 蟹 源 と し 、 2％（v ／v ）メ タ ノ
ール を 添 加 し

て 行 っ た 。

”

3 ．結 果　 　 Aspergi 〃 us　nig θr 脚 一2223Lよ り、 300 株 の 変異 株を 単 離 した 。 こ れ らを 作

成 した デ ン プ ン
ー

メ チ ル レ ッ ド寒 天 培 地 上 に 移植 し、 デ ン プ ン 分解 性 と酸 生産性 の 高 い も

の を 選択 し た 。 8 株 を優 良株 と して 選 択 した が 、 こ れ らは 液 内 振 と う培 養 に お い て も可 溶

性 デ ン プ ン か ら の ク エ ン 酸生産 性 が 増大 し て い な。 すな わ ち 9 日 間 の 液 内振 と う培養 を 行

っ た 場 合 、 120g ／l の 可 溶性 デ ン プ ン か ら WV−2223L株は 35．lg ／1、代表 変 異株 2M−43株 は

48．Og ／1の ク エ ン 酸 を 生 産 し た
。 ま た 、　 YU−2223L 株 と 2M−43Utの 両 者 に っ い て 3 日 目に 培

養 ろ 液 中 の グル コ ア ミラ
ーゼ 活 姓が 最大 とな り、 そ れ ぞ れ 2，11V ／ml と 3．62　 Ufml に 達 し

た 。 しか し、 グル コ ース を炭素 源 と して 液 内振 と う培 養 を 行 っ た場 合 、 2M−43株 を含め て 取

得 した 変 異 株 で は 、 ク エ ン 酸 生 産性 が WU−2223L株 よ り低 下 して い た 。
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